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Analysis of the Meteorological Data in Ashiu (1) 
-Compare the Observation Data of Jimusho at about 360 m 
and Chojidani at 640 m above sea level… 





2) 芦生観測所の気象は，最近 15年間の観測結果から年平均気溢 (9時)は 11.00C，真夏の
最高気視(極)は 340C，真冬の最低気綴(極)は-lOoC前後となり，年平均温度 (9時)は
83%，年降水議は 2370mm，降水臼数は 173EI，最大積笥深は 108crn，積雪日数は 88日となった。




夏の最高気瓶は 50C， 認冬の最{正気b誌は 4oc {底かった。 冬期の降水盤は 50脚/月多くなり，
fド降水設は400組織多かったο最大総雷深は 200cmを紹え，積雪日数は 40日多くなった。
4) 知生観測所と京都府下の京都気象台の各観測日Fiの観測結果を比較すると，尚生は年平均
気棋は低く， 年降水援は多く， 最大股雪深は大きかった。 15km離れた美山鋭iJ!IJ所より年平均気





た。努による被容はi設大i:t!1常深が 150cm以上， 積雪 100cmJ2U二の日数が20EIを起えると建物や


















































4. 5 中山観測jiJr(~と総350 2ぴ策総1350 46' 海抜高627m) の観測開始，一四観測(午前1011寺〉
気若草， il議皮，:!Iil協，降水;畿，風向及び風速，議滋，総滋;深，天気(，雑象，等主節
4 . 6 日Jt即時間の観測開始(r.t山観測所〉






















40. 12 炎治務付近に溺議計の投資 CI刻i濁滋力)
51. 1 淡務林における観測滋EIの変更，共通鋭il¥1)項協は気温，淑J5r，降水滋，秘密深，天然，雑象














4 I協和12年一60年 0937-1985) 









溶かして測定している。同時に鉄管地中主主駿，風向， J民i是認十，積窓測定杭によって， 深さ 0.3
mと1.2mのtÚ1~乱地上 5.6 mのJfil苅及び風速，樹蛍深をiJtIり，悶測で譲監を 10段階で記録した。
日!即時間，蒸発掻， ~m:などの;項目については， ジ;3)レダン泊!tl試合L トタンあるいは銅製の蒸発

















































では平均気焔は 1，2 J1に低く… 1oc 
前後となり 3月から 4月にかけての気組の上
昇が著しかった。 7，8月に 230C前後で段もお
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1き13 IfZ均気温 (91冷)と般向，絞低気ilu(綴)
i註i合j支UA¥.(ま7，8 月[こi泣も I~ミく， 340C前後と
なり， 1， 2 fJに抵く 100CiIIi後となった。本部








特に 12月から 2fi，jには 7-80Cで，冬のiヨ絞
疫が小さかった。本部試験地の備と比べると，
4月から 8月は大きい髄となり 9月から 3J~ は小さくなった。また本部試験地では 4 ， 5月と，
ピークは小さいが 10，1月の年2@j， []i校長が大きくなり，夏と冬の(践の授が小さく，芦生と
輿なった季節変化を治した。
観j交は4，5月に 73%前後となり， L誌も{尽く，そのf変は8月にやや{s";ドするが，上昇をあle(1， 
1月から 1)~には 90% 近い備となった。本部試験地と比較すると， その季節変化に違いはみら
れないが， 年rmを通じて 10%前後i高い舗となり， 冬にはその2をはさらに大きくなる傾向がみら
れた。年平均混度は本部試験地の 71%に対し 関投では 83%となった。
ロ) 降水量まとi湯水日数
問生観測所の月間水盤と日降水:滋 1m以上の降水lヨ数の丹日IJ変化を凶5に示した。
降水f設は冬の 1，2月，梅雨期の 6，7月，秋雨期の9月に 200捌/月を組え，i最も少ない 4，
5月でも 150mm/月近い鑑となった。本部試験地に比べ，年間を通じて降水散が多く，特iこ冬期
には 100-200棚/丹の迷いがみられた。 その結果， 年降水謡:は本部試験地の 1508崩御に対し，
}ヨ伎では2370蹴となった。
降7)<日数(ま 5月と 8月に 10日/月前後で比較的少なく， 12月から 3月lこは 15'"20 [] /月と








し， jt立大在!i'当735は 1月から 3)1に 80-
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J~J に涯が大きく 4 QC， 冬期に 2"Cほど低い純
となった。月平均Int[15i，17jでは 8J:j!こ照生で





























気温を記録するのは 12月から 3月で 2月の
ことが多かった。 g平均値は 2月には芦で-
11.00C，長治谷で 14.70C， 8月に 14.40C，





が多く， 5 J~ も氷点下となる年が多かった。髄1
iJlJUJlI訪ねの槻{誌は間生で-19.50C，長治谷で
20.0oCを記鶴し，年間の機{泣を平均すると




ばらつきが大きくなった。芦生の月i海水i誌が 100'"300 mmの範闘では， 長治主主では 30問Hii後多
くなった。 月別の平均鍛山.!';}. 2.1 iで比較すると， [1.年水:騒が少ない 5月と 8J~ は長治谷で 15mm前後
多く， t梅雨期の 6 月 lこはお ~30mm多くなり 9 月から 4 月には 50 mm/月前後多くなった。縦
訓IJWl問中の年|海水滋は芦生で 1800'" 3100 mm，長治苓で 1800'" 3800 mm，句舶はそれぞれ
2450 mmと2821翻となり，長治谷では400冊m時く多かった。
ハ) 積雪深と積常日数
芦生， 長治谷観iJ!lJrfrの月最大積'諮慌の比較を[~111 に， シー ズンt:jJのJ設大樹怒深と積雪 1cm以
上.の臼数の比較を閲 12に示した。
長治拡のH故大樹'翠深は 1 J~ から U:l では芦生 50 crn Iこ対し 95crn， 100 crnにおjし180cm， 150 
cmにたjし270cm前後となり， 1.8 -1.9 {告の積雪深となった。 2月から 4月にはj芳生 50crnに対し
135 cm， 100 cmに対し 210cm， 150 cmに対し 280cm前後となり， 尚生で謀雪のときには長治谷の
桜雪深は2.5倍以上.となり， 平年で2.1倍， 多いときには 2.0{告以ー ドとなった。 シー ズンLjJの段








また蹴iJllJ期間中の集計~!tli. 17)，21 iから， J'奈生では
1 )~に積雪を記録することは希で，長治主主で
は多く， 11 月のj泣:大積雪m~の平均は内生で 4























それぞれ 107cm， 218 cmとなった。持生では3月中に潔解けとなることが多く良治谷では努解
けは玉判手で4月初旬となり，多い年には4月lこ120cmの残雪が記錦された。シーズン





































































れた新観測nr(総合気象観測装誼)に切り静えられた CI~I 2 )。昭和60年 12月から惣年 12月ま
で新|日2カiWの観測所で平行して観測を行い，気i品，湿度， I潟水樹f雪深の各項自について比
較検討を行った1570
年間の日平均気温(91寺)， 日最高，最低気品l，日平均混度 (9時)と日降水量， J~ 降水滋，
( 91却について両観測所の{肢を比較したのが関 13，14， 15， 16である。気j品，根!変に
ついては問中に月平均簡もあわせて示しているO
平均支払日は年IlkJを通じて新観iJ{lJ所の方がややi高く， 低温時に 20Cほど高く， 高司法1寺には授が
小さかった。 月平均気温でもほぼ問機の傾向がみられ，年間を通じて 1oC前後i高い備となった。
その結果， 年平均気潟は旧鋭前IJ所の1O.30Cに対し， 新観測所で 11.1oCとなり， 0.80C高い備と
なった。
1]1註高気協は新13観測所で低温1寺には差が小さく，高織1寺には新観測H折のガが 10Cほど低く
なった。 月平均でもほぼ{日l械の傾向がみられ， 8 J月3に|旧日部観i副削|リj仔所;で 2却9
なり， 2mこ1:]脱出IJ所で2.1oC，新観測所で2.00Cとなり，に若が大きくなった。
Eli財政京協はほ出1寺に去がなく ， r~~li即時に 2 0C 近く(尽くなった。 JJ 平均でもほぼ問機に 8





ときには 10%以 i二の逃いがみられた。 月平均
値は廷から冬には授が小さく，平手に新蹴担IJ所の
プjが 5% 前後ぷh~ 、 lfH(となった。均{誌は IEI観








I~l最大積雪深は新鋭雌所の方が多く， 12)~ ， 
1 j=Jの桜安j訪問初めの頃は 0....10 cmの差がみ
られ， 2 J=J以j滋は 10....20 cm多くなった。シー
ズン最大筋常深は 3月にi日観測所で 117cm，新
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Y=0.711 X +25.6 
r'認0.866





総合気象観測を主躍による昭和 61年の l 年mJの観iJllJ値そ IIJ いて，芦LI~観測所において現在能わ
れている 91寺観測気温と， iffi/n~. よく IIJ ~、られるいくつかの平均気損との比較を行った。ここでは












小さく認描Il寺には 2oC filJ後記iくなった。 そ
れぞれの日平均気協から求めた丹平均気婦は故
も気視が低下した 1月には. 10 時観測気品>
E:l段高，最低気磁の平均f色日 81m平均気温，
1.:14間平均気j品>91寺矧iJ!lJ気説となり. 10 Il寺
観測気焔と 9 1l寺観測l気協の蹴度涜は1.6T であった。また政j~ 、値となった 8 月には 1011寺長Jt iJ!lJ気
温>9 n寺観測気温>1ヨ段高. 1訟を低気温の平均値〉日 4間平均気品1t>1ヨ8部平均気iltとなり. 10 
Il寺観測気温と138田平均気協の拠!交差は3.30Cで， J認;廷に・が大きくなった。年平均気棋は9時
観iJtlJxtilul.が 11.20Cであるのに対し. 10時観測では ISC く， 日4@]. 日8 の平均気織はそ
れぞれ0.90Cと1.00C{.尽く，最高，最眠気拡の平均値はO.TC低くなった。
3-4 ~苦労ミの気象
このように間生観測所の近年の観測結果から，年平均気組(9 n寺)は 11.OOC. 日81班の平均気
温ではさらに 1oC低いと考えられ，真夏のi設i弱気品l(綴) (ま 340C. }~冬の最低気j凶作車)は
100C前後となり. :il平均j純度(91寺)は83%. :íl~降水は 2370 mm. 降水日数は 173El.設大崎



























































































内とそれほど来はみられないが， 初jタは低下する。実際， 1il iJ!JUJI日jrj:Jに気配Lが300Cを越える真
夏日は本部試験i設で 57El， 芦生で 30[=1， 段低気J4が25T以上の熱，!??夜は本部試験地で 5E1. 
内生では希であった。 j~~れでは 9 月に入り気配Lの{llFが大きくなり， IJ較は小さくなるO 冬の
冷え込みは!被しく， 日1¥1の気協の上界は小さく， 一iヨの気婦が ooCを超えない真冬日も 7日ほ
どとなった。また， このIl寺JUlは問ヰさを.iillじて日絞が最も小さく j現役ーが高い季節である。
降JKtlt降水I=J数は， il内と比べて年1討を通じて多く特に冬JUjにその去が大きくなる。 i海水日
数は， 1泣も少ない 5Jcと8月lこnの見， 1， 2月は%となる。その結果，主1:降水哉はnwすより 800
mm以上多くi海水El数は1.5倍となる。
芦':Eの気象を特数づける大きな怒楽は冬の雪である。初常は'ÍI~によって)\きく異なるが， 1 
Fj 20 H過ぎに記録され，常!qi(1は3月下旬となるO j設大積雪深は 1mを担え 2mに近づくこ
ともある。 K~J3カFJIBn士吉正L:.は雪に1;J:jぎされるiレル。
長治谷の気象は， j守f生に比べ平均気iJAで 20C低くなり，真夏の最高気温は 5T，真冬の段低
気品rUまばらつきが大きいが 4 0C ほどiL~ く， 10 月から 5月にかけて氷点下となることが多L、。そ
の結栄 IJ~疫授は廷はj校生で大きくなり，冬はL~i白谷で大きくなった。
降水は長治符は間季を通じて多く，秋から冬にかけて月降水ま 200mmを雌え，この1寺閣は
間生より 50mm/月前後多くなる。 問1]ミのJ=J降水肢が 300mm以上となる場合には炎治おの組出IHil¥(
との相関が{ぽくなり， このような大雨時には降雨の地主主的な偏りが大きいことが伺える。
は半年で 200cm以上となり， )労労:の積雪深の約 2{告となるが，その比本
きやや高く，多t専のときには砥くなる。
EI数はの多少にi句らず40日rJil後多く， 12 
















の 1500-. 1800 mmとなり，来LiJが最も多く
1761 mmで‘あった。降水位と隙雪のiJI定だけ
をh'ーっているIJ1hJJ{'}波， 三岳， ，Ii文)諮問，綾部，































































3;t 北 u仁義さ日3泌淡~tJUT比政鉱 山限緩急~'ê;む:f:f ïîlí)
iえ附担fr(災!湖Jinli夫事114γlヨ2務 1 i造閥次filljl坊本総)
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じ美山町内の英1観樹所(海抜高 200 m) 





た。 北部では1m人， I斜I1丹波で 3:qifJ 1こそれ
ぞれ80，85 cmを記鍛し自体でど!Ocm，抑制
で30CllI前後であった。 間では 3 間の最
大積雪深は平均で90cm を紐え，美IlJ~時 iJllJ所















起こす耐については台風などの大部，地域， I時間的に集中した議附，長雨， f立雪Wlや話1:でつけ剖の í~m














20 (1915) 10. 9 水容 炎治谷総1f.71'<f設 177mm
(10.7-10)，戸生欠測
21 (919) 7 . 29 71<議戸降水盤 350mm
(へスター台風) 1時間降水隊関mm(1l-12h) 
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戸生 368叩踊， 長治谷 376問問
140cm 
炎治谷 240cm(max. 300cm -1.8) 
磁滋淡の附加(1.6-7)
137生 67ω，長治谷 85cm
33 (1958) 7.26 71'<f1j: p~主降水滋 132mm 軌道土砂崩終1カ月r，歩道橋流失8カj玩




26 (951) 7. 1 71'<綴
28 (1953) 9.21-25水谷
03吟台風)











33 (1958) 9. 27 71'<eJ{; 1~1生降水滋 86冊目，炎治谷1l0mm 林道崩壊lカ所 (60m)
(221，ザ合1m¥) 戸生総降水盛 234m田(9.22-28)
炎治谷 279mm 
31 (1959) 8. 13 水怒 邦生降水盤 307期間




34 (.1959) 9.26 水得 狩生降水滋 255mm
(l5-l手合Jilli，伊勢湾台風〉 総降水滋 325m開 (9.23-27)
35 (1960) 4 . 20 JmV;jJ 戸生|降水滋 33mm
総降水没 57mm(4.19-20) 














10 (]965) 9. 10 風水容 長降水滋 84冊田 林道崩級2カ話ij'，事務所構内，長治谷実
i狩均閥附j降y水k滋 2お5田胴 (ω9:3ω0-1ω0: :10ω 湾努別J施也設のE建色物E屋喜
総1降l燦年恥y水'1<激縫 17叩01側1耳籾m聞 (ω9.9-10ω ) 
? ? ??〈
?
年(関!緩) J~ 日災容の級綴 おもな気象観測綴
、 、 ，
?
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42 (1967) 10. 28 風水智子 芦生降水機 141mm
(34吟台風〉 総隊水滋 24mrn(10.27-29) 









4 (1969) 4 水容
(融緩時〉













47 (1972) 1 . 25 樹怒怒 声金総降水;滋 200臨臨(1.10-17) 林道崩壊2カr
1~総降水滋 382問問
max. 67mm-1. 12 
47 (1972) 9 . 16 水議 資生降水滋 230rnm




火蛍 狩~シーズン中積雪日 1158 事務所構内建物fiJ駿1~策，林道崩壊 1 カ
100cm以上5313，150cm以上20臼 所
max.185cm…2.10 
長雨 戸寄生総降水滋 183期間 (6.18-30) 林道樹機1カ月号
6月総降水;滋 334期間
max.53mrn…6.21 
49 (1974) 2 
53 (1978) 7. 3 
















55 (1980) 7 









@I昭和20年 10月，@昭和34年8月， @IIH和40年9月の 6出水である。 院生の大きな水容はそ
のうちの5{L!:が一致し， 上位:6 {立に入らないi昭和例年のへスター台j民と続いて起こったi昭和 28
年の 13守合j誌は演営林に最大の被容をもたらした。
ヘスター台j説では，芦生締役IJ所の 7月初日の日降水設は 350mm， I繰り始めからの総降水滋
550 mmとなり， ともに観測史上の最大値である。)努抜では午前日時から 12時の1寺間持水鼠-は 90
mm， 1211寺から 51寺聞の平均n寺n降水没は 50mmを記鋭した。午後になると急激に増水し始め，由















背林の施設が集中する事務所構内をLj:I心に考えると， 持のJ:.l成部は[l1良川集7Jd或 (3600 ha) 
と， 内杉，椴谷集水域(1100ha) に分けられる。 i封良川立さ水域では， 上谷， 杉i謡曲iさに端を発
するは3良JlI本流のt設長河川良は約21km，そのj原の海絞首jは700m (最高は三間岳の 959m)， 
務所構内との海抜高差:は345mである。それに対し内杉， 1;(室谷集水域では河JlI長は約8km， 



















































ように考えられる。 u併1122年から 63年までの降水地観iJlJデータIl-!O九l札口、から， 日降水捻が 100
mmを越えたとき， 1 mm/ E:10Jニの|海水:肢が 10[1以上続いたとき， 1海り始めからの総降水鼓が
200 mmを超えたときのデータを抽出し予 E11\'~水市:と総降水の関係を|ま121 にぷした。 また被害
の限度を 1)由設I1捕の流失あるいは危険水f:iL， 2)車道，林道，軌道のiliJ乳 3 )建物，施設
の被害の3段1誌に分けて訴した。
}常生観測所では日降水1設が 100酬を越えたとき













































和 33 年 9 j:jの場合は，同生の 9 月の)~降水盤
は339mmであったが，長治谷では 9月初日の
EII!~水母は 110 丹1m月 r!~水裁は 439 mmとなり， Iお
良}I上流域に雨が集中したようである O また昭
和5311"07月の場合は 6j:jの月i降水i創立 334mm， 
特に後半に集中的に降闘を記録し，昭和 55年












次に間観測期間の蛍に関するデー タ1)-¥0川川7)から， 積雪深 100cm以上の日数とそのシーズンの
最大積雪深の関係を凶22に示した。ここでは翁による被害の程度を 1)議選，林道の崩壊， 2) 
建物被害の 2つに分けて示した。
100 cmを組えたのは期間中に 24閉 2年に 1J支の割合となった。その内 150cmを随え
たのは 41凪 100 CJU以上の穣'請が訪日をs讃えたのは 71到であった。 最大積雪深が 150cmを組え
た場合に林道， 軌i謹では崩壊がみられ， 185αnを超え 100cm以上の総'需が 50日を越えると建物














については品大積雪深 150cm， 100 cmPLt.の積!設日数が20EIを趨えるとi邸各， 建物に被害が現
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Resume 
1) Meteorological data of air temperature， humidity， precipitation and snow 
cover， which have observed in Kyoto University Forest of Ashiu located at northcrn 
east part of Kyoto Prefccturc for 70 years wcre analyzed. 
2) The average annual temperature at 9 0' clock was 11.0oC with the average ex構
treme maximum tempcrature針。'Cin summer and thc average extreme minimum 
temperature lOoC in winter; the average annual humidity at 9 0' clock was 83 %; 
the average precipitation was 2370 mm with 173 days above 1 mm / day a year; the 
average annual maximum depth of snow cover was 108 cm with 88 days of snow 
cover above 1 cm in winter in Ashiu observation station at 363 m above sea level. 
3) Observed values of Ashiu were 40C lower in the average annual temperature， 
1 oC lower in the extreme maximum temperature in summer and 50C lower in the 
extreme minimum temperature in winter; above 10% higher in the average annual 
humidity; 800 mm more in the average precipitation a year than that of Kyoto Un・e
iversity Experimental Forest Station on the Campus， which was located in Kyoto 
City and about 30 km distance from Ashiu in a straight line towards the south. And 
it has scarcely snown in a period of observation there. 
4) Observed valu巴sof Chojidani observation station at 640 m above sea level， 
which was about 5 km distance from Ashiu towards the north were 2 oC lower in 
the average annual temp己ratureat 10 0' clock， 50C lower in the average extreme 
maximum temp巴raturein summer and 40C lower in the average extreme minimum 
temperature; 50 mm / month more in wint巴rand 400閉mmor・ea year in the average 
pr巴cipitation;40 days of snow cover with the annual maximum snow depth above 
200 cm more than that of Ashiu observation station. 
5) Observed values of Ashiu were lower in the average annual temperature and 
more in thc average precipitation and in the snow cover than that of any ob-
servation by Kyoto meteorological observatory in Kyoto Prefecture. The average 
annual temperature was 20C lower， the precipitation was 400 mm more a year and 
snow cover was 80 cm more than that of Miyama observation station， which was 
about 15 km clistance from Ashiu towards the west at 200 m abov邑 sealevel. 
6) Many peculiar clata were observed， for example heavy or long rain and snow 
in Ashiu. Ashiu has often suffered fr刀m many disasters espccialy caused by heavy 
rain in' summer in a period of obs 
